
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 4 号 

H30 年 10 月発行 

 

JA とりで総合医療センター出向  今年度も 1名出向しています 

外来の取り組み 
小児科受診する子供達が「病院は嫌」というイメージにならないよう… 
診察室内に H30.7～ガチャガチャを導入しました。 
診察後や予防接種終了後に 
「治療を頑張った子にはガチャガチャしようね」💛 
とメダルを渡し、景品をプレゼントしています。とても好評です！！！ 
ガチャガチャは、泣顔→笑顔になる魔法ですね(o^―^o)  
これからも明るくやさしい対応に心がけ、さらに笑顔にしていきます。 

教育委員会 
研修用のシミュレーターが充実し、より実践に近い演習ができるよう

になりました。特に、侵襲を伴う採血や注射は正確な技術が必要です。 

患者様に安全・安心な看護サービスが提供できるよう、看護の質向上

を目指していきます。 

 
採血・静脈注射 

シミュレーター 
万能型看護実習モデル“八重” 

A 病棟 小島和貴 

精神科での勤務を経て急性期の内科に興味を抱き、今回のお話を頂きました。 

4南病棟では病棟の一員として温かく迎えてくれました。（ほんとうに） 

JAでの勤務は良い刺激となり、心新たに看護を学ぶことができました。 

出向に少しでも興味のある方は気軽に声を掛けてください(∩´∀｀)∩ 

 

第 7回日本精神科医学会学術大会 

 長期入院から自宅退院につながった一症例 

     ～患者のストレングスに着目したケアを導入して～ 

         ○野口陽子 野尻晃代 石引沙季 堀江里花 

第 26回日本慢性期医療学会 

 医療現場にふさわしい言葉遣いとは 

～5S躾への取り組みの成果～ 

    〇藤原里美 前田聡 宮本二郎（院長） 

 業務の効率化・チーム医療の推進を図るために 

 ～他部門との連携ルールの作成～ 

     〇大野恵美子 渡辺教子 藤原里美 新井友美子 吉田公代 

 

 
全日本病院協会雑誌 論文掲載      

看護記録の短縮化に向けて ～記録委員会の取り組み～  

 諸岡和晃 磯山由紀子 堀江里花 


